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1 はじめに

　新しい学習指導要領においては，小学校に
は「外国語活動」が導入され，高等学校では
授業を実際のコミュニケーションの場とする
ために「主に英語で英語を教える」ことや新
しい教科名による科目構成の変更等大きな変
化があったが，中学校においては授業時数と
指導語彙数の増加だけであり，これまでと大
きく変わらないという声を聞くことがある。
しかし，それは間違った理解である。間にあ
る中学校がそのままでよいはずはない。中学
校こそが本格的な英語学習の始まりであり，
しっかりとした基礎力育成のための大切な時
期なのである。小学校，高等学校をしっかり
とつなぐ役割は重要である。

2 「外国語教育」に求められること

　外国語を教えると言うと，目標言語でのコ
ミュニケーション能力の育成，すなわちスキ
ル育成だけを考える人が多い。しかし，グ
ローバル化が進む現代，外国語教育に求めら
れるのは，多様な文化や価値観を持つ人々に
対して，偏見を持たずにコミュニケーション
を取りながら，豊かな人間関係を結び，さま
ざまな人々と協力して共存・共生していく能
力の育成である。
　欧州では複言語・複文化主義に応じて，さ
まざまな母語を持つ子どもたちが，ことばへ
の気付きや出合いを通して，母語以外の言語
や他の文化に対する「開かれた心」を育てる
言語教育が進められている。外国語を用いて
人と関わることを通して，言語運用能力のみ
ならずコミュニケーション・言語の大切さ
や，異なる言語・文化，そしてお互いの命の

尊さにまで気付かせることができるような言
語活動が期待されているのである。
　今回の学習指導要領改訂にあたっては，小
学校から高等学校までの長い期間をかけて育
む外国語教育の視点から，「コミュニケーショ
ン能力の育成」という一本の柱を中心に，各段
階において育むべき力が考えられている。その
実施にあたっては，それぞれの接続・連携を
図っていく必要があることは言うまでもない
が，特に大切なのはどのようなことであろうか。

3 求められる「小中の接続・連携」？

　小中の接続・連携の大切さが叫ばれている。
しかし，連携を進めるために小中の教員を中
心とする連絡協議会を設置したところ，「アル
ファベットを指導してほしい」，「各学校で同じ
言語材料を，同じ程度指導してきてほしい」，
「発音の指導をしてほしい」等，中学校英語
教員から「外国語（英語）科」との直接的な
接続や連携を求められ，小学校側からの反発
をかってしまったところもあると聞く。
　『英語ノート』や“Hi, friends!”と中学校の
英語教科書には，言語材料や言語の働き，使
用される場面について共通部分が見られる。
そのため中学校英語教員は，小学校にもスキ
ル（技能）の向上を求める傾向がある。しか
し，外国語活動の目標や評価規準，週１時間と
いう授業時数を考えれば，技能面での接続や
連携を求めることは的外れと言えるであろう。
　小学校外国語活動に求められるのは，スキ
ルの定着ではなく，活動を通したコミュニ
ケーションや外国の文化への興味・関心の向
上である。期待できるのは，外国語（英語）
を使用したコミュニケーション体験が中学校
の学びへの動機づけとなることと，音声受容
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語彙やフレーズに慣れるといった程度であ
る。つまり，関心・意欲面の評価を中心とす
る小学校と，４技能の基礎的な能力を育むこ
とをねらいとする中学校との接続や連携が，
容易にできるはずはない。評価（規準）を考
えると，関心・意欲の面における接続は可能
であっても，知識やスキル面における接続は
難しいと言わざるを得ない。
　最近では，小学校段階にまでCan-doリス
トを用いた評価や指導が推奨される傾向にあ
るが，現行の小学校学習指導要領に合うとは
言えない。指導する側がポートフォリオや
ルーブリックを用いた指導や形成的な評価に
慣れていない場合，下手をすると「できない
こと」を子どもが早い段階で意識すること
で， 英語嫌いが増える可能性もある。言語学
習には継続性が大切であり，結果を求めるの
は後でよい場合が多い。教えたことがすぐ身
につくように見せるための評価や指導は，
「百害あって一利なし」の結果を招きかねな
い。スキルの向上を目ざしたための単純な繰
り返しや暗記学習により，児童が英語を学ぶ
ことへの興味をなくしてしまっている小学校
のケースも報告されている。

4 中学校で素敵な仕切り直しができるかどうか

　新しく作られた中学校の教科書を見ると，
ほとんどにおいて，最初の数ページが外国語
活動との接続を意識した内容となっている。
いろいろな工夫がなされているのであろう
が，大切なことは，小学校段階で英語への苦
手意識を持ってしまった生徒に，再チャレン
ジの機会を与えることである。また，読み，
書きへの興味を湧かせるために，文字言語と
しての英語学習の楽しさを知らせること，母
語との構造的な違いに気付かせながら文法の
知識を学ぶ楽しさを知らせること，そして，
知識（語彙や文法規則）や技能を定着させる
ための新しい学習ストラテジーと学習習慣を
身につけさせる指導を行うことである。その
ような授業を意識的に実施することなしに
は，英語を学ぶことへのモチベーションを高
めることはできないはずである。

5 中高の接続・連携について考えると

　主に英語で指導を行う高等学校の英語授業
への期待と関心は高い。自分が中学校英語教
員でよかったと安心している場合ではない。
保護者や社会の目は確実に中学校教員にも向
けられる。クラスルームイングリッシュの使
用をはじめ，さまざまな活動を通して生徒が
英語に触れる機会を増やす工夫が求められる
はずであり，当然，教師が英語を使用する機
会も増えるだろう。
　また，実際に英語を使いながら運用能力を
育む高校の英語授業では，コミュニケーショ
ン活動を促すタスク活動やプロジェクト活
動，スピーチ，ディベート等，さまざまな言
語活動が行われるはずである。中学校におい
ても高等学校の言語活動につながる多様な活
動・学習体験を持っておくことが望ましい。
中学校教員の腕の見せどころである。

6 「５つの提言と具体的施策」

　文部科学省が設置した「外国語能力向上に
関する検討会」から，「国際共通語としての
英語力向上のための５つの提言と具体的施策
〜英語を学ぶ意欲と使う機会の充実を通じた
確かなコミュニケーション能力の育成に向け
て〜」が昨年６月に出されている。そこに
は，これからの日本の英語教育の方向性と誰
が何を進めていくべきかが具体的に示されて
いる。子どもたちにどのような教育を提供す
べきなのか，そのために教員として何をすべ
きなのか，しっかりと考え準備をしておく必
要があるだろう。変化していくことに十分に
対処できていなければ，人々の教育への信頼
を勝ち得ることはできない。医者と同様，教
師も最新の基本的な理論や知識を持ち備えて
いなければ臨床・現場における望ましい対処
ができるはずはない。アップデートしない／
できないでは許されないのである。
　学習指導要領や検定教科書がどんなに変
わっても，日々の授業の省察から生まれる教
師一人一人の授業改善への取り組みに勝る改
革はないはずである。


